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令和６年７月 18日（木） 

～ ９月８日（日） 

饕餮
と うてつ

紋鏡（図録№41） 

径 9.2㎝ 重さ 153ｇ 

 

令和６年度 古代鏡展示館 夏季スポット展示 

中国の戦国時代（紀元前５～３世紀）、青銅器を用いた祭祀儀礼が衰退する一方で、銅鏡は日用品と

して需要が高まります。多様な紋様を表した銅鏡が数多く制作される中に、古代中国の伝説に登場す

る凶悪な怪獣の姿を表した「饕餮紋鏡」があります。 

本展では、当館所蔵の銅鏡の中から「饕餮紋鏡」を展示し、紋様のもつ意味などを紹介します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

饕餮紋鏡 

鏡背面に渦巻いた羽根状のデザインの紋様を施し、その中に獣の顔や鋭い爪をもつ脚などが配され

ています。獣は大きな目と口が特徴で、青銅器にも表された、想像上の凶悪な怪獣「饕餮」になぞらえて

います。戦国時代中期（紀元前４世紀頃）に制作されました。 

饕餮紋の意味 

「饕餮紋」とは 

商(殷)周時代の青銅器に表された獣の顔面などを表した紋様を後世の

研究者が下記の文献に登場する「饕餮」と解釈し、名付けたものです。 

 

『春秋左氏伝』（歴史書である『春秋』の解釈書） 

「貪財為饕、貪食為餮」（財を貪るを饕といい、食を貪るを餮という） 

 

『呂氏春秋』（戦国時代の思想書） 

「周鼎著饕餮、有首無身、食人未咽、害及其身。」（周時代の鼎に饕

餮が著されている。首はあるが身体はない。人を食べて、まだ呑み込

まないうちに、その害がその身に及んでくるほどである。） 

 

鋭い２本の

爪をもつ脚 

 
商時代の青銅器に表され

た饕餮（獣面）紋 

獣面紋觚
じゅ うめんもんこ

（常設展展示中） 

 

しゅんじゅうさしでん 
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目を見開き、口を大

きく開けています 

紋様の役割 

戦国時代の人々がこの紋様を実際に何と呼んでいたのかはわかりません。しかし、饕餮になぞ

らえられる怪獣の紋様は、大きな目で相手をにらみ、凶悪な形相で相手を威嚇することで、鏡の

所有者から魔物を遠ざける、「毒をもって毒を制す」効果が期待されたとも考えられます。 
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渦状の紋様 


